
はくば
広報

     　

白馬の豊かさとは何か
―多様であることから交流し学びあい成長する村―

姉妹都市交流事業　スキー交流
今冬も姉妹都市の静岡県河津町と和歌山県太地町から、河津東小と太地小の児童がスキー
交流のため白馬村を訪れました。例年に比べると雪が少なかったですが、初めてスキーや
雪遊びを体験する児童も多く、みんな笑顔で楽しんでいました。
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     軽
自
動
車
等
の
廃
車
、名
義
変
更
等
の
手
続
き
に
つ
い
て

軽
自
動
車
税
は
、4
月
１
日
現
在
、軽
自
動
車
等
を
所
有
し
て
い
る
方
に
1
年
度
分
が
課
税
さ
れ
ま
す
。
廃
車
や
名
義
変

更
を
す
べ
き
軽
自
動
車
等
が
あ
る
方
は
左
記
の
対
応
機
関
に
て
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

〇 

軽
自
動
車
等
を
手
放
し
て

も
申
告
し
な
け
れ
ば
課
税

さ
れ
ま
す
。

軽
自
動
車
等
を
売
却
、譲
渡

又
は
解
体
し
て
い
て
も
、4
月

1
日
時
点
で
廃
車
や
名
義
変

更
の
手
続
き
が
行
わ
れ
て
い

な
い
場
合
は
、軽
自
動
車
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

〇 

廃
車
を
業
者
に
委
託
し
た

か
ら
と
い
っ
て
安
心
し
て

は
い
け
な
い
！？

4
月
1
日
間
際
は
手
続
き

の
窓
口
が
大
変
混
み
合
い
ま

す
。
廃
車
を
委
託
し
た
業
者
が

4
月
1
日
ま
で
に
手
続
き
を

済
ま
せ
ら
れ
な
い
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、お
早
目
に
手
続

き
を
依
頼
す
る
か
ご
自
身
で

済
ま
せ
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

※1　�運転免許証等の顔写真付きのものであれば１種類、保険証等の顔写真付きでないものであれば２種類必要
です。

※2　所有者の同居親族以外の方が申請する場合は、上記に加えて委任状が必要になります。
※3　個人の場合は認印、所有者が法人の場合は代表者印が必要です。
※4　軽自動車を引渡した際、引取業者から交付されます。
※5　�記載は、あくまで原則となりますので、必ず上記手続き場所に電話等で必要なものを確認の上、お手続願い

ます。
※6　以前の住所と同じ管轄であれば必要はありません。
※7　�法人の場合は、発行から3か月以内の商業登記簿謄本（又は抄本）、登記事項証明書、印鑑（登録）証明書のい

ずれか１点。

手続き場所や必要なもの
・原動機付自転車
・小型特殊自動車（農耕用作業車含）

・軽二輪車（排気量125cc超-250cc以下）
・小型二輪車（排気量250cc超）
・三輪/四輪の軽自動車

手続き場所
住所及び
電話番号

・白馬村役場　税務課
 （白馬村大字北城7025番地）
　Tel：0261-85-0712

【軽二輪車及び小型二輪車】
・松本自動車検査登録事務所
  （松本市平田東２丁目５番10号）
  Tel：050-5540-2043

【三輪/四輪の軽自動車】
・軽自動車検査協会　長野事務所　松本支所
 （松本市平田東2丁目1番11号）
  Tel：050-3816-1855

※ 最寄の自動車販売店等で手続きを代行し
ている場合あり

廃車の際
必要なもの

・所有者及び使用者の印鑑
・窓口に来られる方の本人確認書類　※1
・ナンバープレート
・※2

・所有者及び使用者の印鑑　※3
・車検証
・ナンバープレート
・使用済自動車引取証明書　※4
・※5

名義変更の際
必要なもの

・新旧所有者及び使用者の印鑑
・窓口に来られる方の本人確認書類　※1
・ ナンバープレート（同居親族の方に名義変

更する場合は不要です。）
・※2

・新使用者の印鑑　※3
・新旧所有者の印鑑　※3
・車検証
・ナンバープレート　※6
・ 住民票妙本、印鑑証明書、サイン証明のいず

れか1点
（発行されてから3か月以内のもの）　※7
・ 自動車損害賠償責任保険証明書又は、自動

車損害賠償責任共済証明書
・※5

項目

車種

お問合せ　白馬村役場　税務課　軽自動車税担当　電話：0261-85-0712
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第
４
回
目
は
、「
佐
野
区
」で
す
。

本
村
の
南
側
の
玄
関
口
、佐
野
坂
か
ら
下
っ

た
所
に
あ
る
地
区
で
す
。「
姫
川
源
流
」「
親
海

湿
原
」「
さ
の
さ
か
ス
キ
ー
場
」等
が
あ
り
ま
す
。

「
親
海
湿
原
」
は
、
標
高
7
5
0
ｍ
の
割
と

低
い
位
置
に
あ
り
ま
す
が
、
亜
高
山
帯（
1
，

7
0
0
～
2
，0
0
0
ｍ
）か
ら
高
山
帯
の
植

物
が
自
生
し
て
い
る
珍
し
い
湿
原
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

ま
た
、「
佐
野
坂
」は
分
水
嶺
で
、す
ぐ
南
に

あ
る「
青
木
湖
」の
水
は
南
に
流
れ
、高
瀬
川
や

梓
川
と
合
流
し
犀
川
と
な
り
、千
曲
川
と
合
流

し
、更
に
信
濃
川
と
な
り
、長
い
道・

の・

り・

…
否
、

川・

の・

り・

を
流
れ
下
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
に
対
し
、「
姫
川
源
流
」の
水
は
、一
気

に
日
本
海
に
流
れ
下
り
ま
す
。
※
中
央
分
水
界

が
国
道
沿
い
間
近
に
、し
か
も
明
確
に
み
ら
れ

る
代
表
的
な
場
所
で
、名
水
百
選
に
も
選
ば
れ

て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
子
授
け
と
安
産
や
子
育
て
の
神
が

祭
ら
れ
て
い
る
と
云
う「
子
安
神
社
」が
あ
り

ま
す
。“
昔
は
、遠
く
か
ら
も
お
参
り
に
訪
れ
る

人
が
多
か
っ
た
”と
聞
い
て
い
ま
す
。
何
よ
り
、

私
の
娘
も
お
参
り
後
に
子
ど
も
を
授
か
り
ま
し

た
。
感
謝
！

歴
史
を
調
べ
る
と
、室
町
時
代
に
は
佐
野
・
沢

渡
・
飯
田
・
飯
森
か
ら
な
る
四
カ
庄
と
呼
ば
れ
る

六
条
院
領
の
荘
園
が
存
在
し
た
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
為
か
千
国
街
道（
塩
の
道
）沿
い
に

は
、石
仏
も
多
く
、一
番
か
ら
三
十
三
番
ま
で

あ
る
観
音
群
も
あ
り
、歴
史
を
感
じ
ら
れ
る
地

区
で
す
。

一
昨
年
に
は
、区
長
さ
ん
の
発
案
で
有
志
に

よ
り「
親
海
湿
原
」附
近
の
整
備
を
行
い
、“
サ
ク

ラ
”や“
オ
オ
ヤ
マ
レ
ン
ゲ
”を
植
樹
し
た
際
に
は
、

微
力
な
が
ら
お
手
伝
い
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

何
年
か
経
ち
、見
事
に
咲
い
て
く
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

「
親
海
湿
原
」「
姫
川
源
流
」「
石
仏
群
」等
も
、

地
区
の
人
た
ち
が

手
入
れ
し
て
く
れ

て
い
る
お
陰
で
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
ま
た
感
謝
！！

令
和
元
年
度
地
区
役
員
懇
談
会
に

お
い
て
、数
地
区
よ
り
行
政
区（
自
治

会
）が
所
有
す
る
財
産（
共
有
地
等
）

の
管
理
や
登
記
に
つ
い
て
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。
法
的
に
共
有
地
等
の
区

有
財
産
を
第
三
者
よ
り
保
全
す
る
方

法
に
つ
い
て
相
談
し
ま
し
た
。

Ｑ
１
：
行
政
区（
自
治
会
）が
所
有
す

る
財
産（
共
有
地
等
）に
つ
い
て
、法

的
に
権
利
を
確
実
な
も
の
に
す
る
方

法
は
あ
り
ま
す
か
。

A
１
：
地
方
自
治
法
第
2
6
0
条
２

項
に
基
づ
く
認
可
地
縁
団
体
に
移
行

す
る
こ
と
が
前
提
で
、そ
の
後
、財
産

を
団
体
名
で
登
記
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
。

Ｑ
２：
未
相
続
の
共
有
地
は
、認
可
地

縁
団
体
に
移
行
し
て
も
登
記
が
進
ま

な
い
一
因
で
す
。認
可
地
縁
団
体
は
、

団
体
名
で
登
記
が
で
き
、不
動
産
登

記
の
特
例（
表
題
部
の
み
の
所
有
者

や
所
有
者
及
び
そ
の
相
続
人
が
一
部

で
も
所
在
不
明
の
と
き
は
、市
町
村

長
が
公
告
を
行
い
異
議
が
な
か
っ
た

場
合
、そ
の
証
明
に
よ
り
登
記
が
で

き
る
）が
認
め
ら
れ
、公
民
館
敷
地
は

適
用
さ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、山
林

等
は
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
２：
条
文
に
規
定
が
な
く
、地
目
に

は
関
係
な
く
適
用
さ
れ
ま
す
。

Ｑ
３：
不
動
産
登
記
の
特
例
は
、ど
の

程
度
の
追
跡
調
査
が
必
要
で
す
か（
全

て
の
相
続
人
に
つ
い
て
の
戸
籍
調
査

等
）。

Ａ
３
：
法
律
に
は
詳
し
く
は
明
記
さ

れ
て
い
な
い
の
で
、市
町
村
の
判
断

と
な
り
ま
す
。善
意
の
第
三
者
に
よ

る
申
立
が
あ
っ
た
場
合
、対
抗
で
き

る
程
度
の
資
料
は
必
要
で
す
。従
前

よ
り
地
区
内
に
住
ん
で
居
る
者
は「
善

意
の
第
三
者
」に
は
該
当
し
ま
せ
ん
。

＊「
善
意
の
第
三
者
」→
法
的
に
関
係

の
あ
る
当
事
者
間
に
存
在
す
る
特
定

の
事
情
を
知
ら
な
い
第
三
者

Ｑ
４
：
国
交
省
に
よ
り
創
設
さ
れ
た

「
所
有
者
不
明
土
地
の
利
用
の
円
滑

化
等
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」で
は
、

公
共
事
業
の
場
合
と
地
域
福
利
増
進

事
業
の
場
合
に
認
め
ら
れ
る
よ
う
で

す
が
、公
民
館
等
の
敷
地
や
区（
自
治

会
）等
が
所
有
す
る
土
地
に
つ
い
て

も
適
用
さ
れ
ま
す
か
。

Ａ
４：
適
用
さ
れ
ま
す
。

姫川源流

バイカモ

親海湿原ミツガシワ

サワオグルマ

シ
リ
ー
ズ　
各
地
区
の
ご
紹
介 

第
4
回

行
政
区（
自
治
会
）が
所
有
す
る
財
産（
共
有
地
等
）

に
つ
い
て
弁
護
士
に
相
談
し
ま
し
た

お問合せ　白馬村役場　総務課集落支援員　渡邉　宏　電話：0261-72-7002

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002

※
中
央
分
水
界
…
降
っ
た
雨
を
日
本
海
側
と
太
平
洋
側
に
分
け
る
境
界
線
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シ
リ
ー
ズ　
白
馬
村
景
観
計
画　
第
9
回　
あ
な
た
も　
わ
た
し
も　
白
馬
の
景
色

村
で
は
、景
観
行
政
団
体
移
行
を
目
指
し
、景
観
計
画
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
令
和
元
年
６
月
広
報
よ
り
計
画
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
お
知
ら

せ
し
て
い
ま
す
。

第
８
章
―
今
後
の
検
討
課
題
と
実
践
プ
ラ
ン

景
観
計
画
策
定
に
あ
た
り
、
村
全
域
の
景
観
形

成
要
素
調
査
と
村
民
の
意
識
掘
り
起
こ
し
の
た
め
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
ま
し
た
。そ
の
中
か
ら
、

今
後
の
検
討
課
題
と
実
践
プ
ラ
ン
の
方
向
性
に
つ

い
て
考
察
し
て
い
ま
す
。

１
．視
点
場
、景
観
軸
の
基
本
方
針

白
馬
村
の
景
観
で
真
っ
先
に
思
い
浮
か
べ
る
の

は
、白
馬
連
峰
の
山
岳
眺
望
で
す
。
遠
景
・
中
景
・
近

景
が
重
な
り
あ
っ
て
生
ま
れ
る
自
然
と
人
々
の
生

活
が
息
づ
く
景
観
に
※「
視
点
場
」を
設
定
し
て
、村

を
代
表
す
る
景
観
と
し
て
、守
り
育
て
る
事
が
大
切

で
す
。
ま
た
、河
川
軸
・
道
路
軸
等
、軸
的
な
奥
行
を

持
っ
た
景
観
軸
も
大
切
で
す
。

２
．各
地
区
の
景
観
基
本
方
針

各
地
区
・
各
エ
リ
ア
は
、歴
史
に
基
づ
く
異
な
っ

た
景
観
形
成
要
因
・
特
性
・
空
間
領
域
特
性
が
あ
り
、

村
全
村
を
一
律
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
計
画
策
定
す
る

こ
と
は
困
難
で
す
。
各
地
区
・
各
エ
リ
ア
に
き
め
細

か
な
景
観
の
指
針
を
考
え
る
事
が
大
切
な
一
方
、同

じ
特
性
を
持
つ
地
区
は
、あ
る
程
度
同
じ
方
向
性
を

持
た
せ
て
、全
体
の
調
和
を
図
る
事
も
必
要
に
な
り

ま
す
。

３
．景
観
重
点
地
区
の
整
備
方
針

多
く
の
人
が
集
ま
る
白
馬
駅
周
辺
や
ス
キ
ー
場

周
辺
、自
然
環
境
豊
か
な
別
荘
地
、伝
統
的
な
集
落

な
ど
、白
馬
の
景
観
を
特
徴
づ
け
て
い
る
地
区
や
エ

リ
ア
を「
景
観
重
点
地
区
」に
定
め
、白
馬
村
の
特

徴
的
な
景
観
を
守
り
育
て
る
こ
と
は
、単
に
美
し
い

景
観
を
維
持
す
る
に
留
ま
ら
ず
、不
動
産
価
値
を
高

め
、持
続
可
能
な
村
づ
く
り
に
繋
が
り
ま
す
。

４
． デ
ザ
イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
の
た
め
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

景
観
を
構
成
す
る
要
素「
環
境
」「
建
物
」「
看
板
」

「
色
彩
」に
加
え
、生
活
に
密
着
し
た
、草
刈
・
雪
か

き
・
雪
の
処
理
等
の
生
活
と
景
観
は
密
接
な
関
係
に

あ
り
ま
す
。
こ
の
バ
ラ
ン
ス
を
ど
う
す
る
か
、ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
や
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
通
じ
て
考

え
る
こ
と
は
、景
観
に
対
す
る
意
識
を
更
に
高
め
る

事
に
も
繋
が
り
ま
す
。

５
． 景
観
審
議
会
・
景
観
条
例
の
内
容
検
討
、運

用
及
び
他
法
令
、他
計
画
と
の
整
合

計
画
を
実
行
す
る
に
は
、景
観
審
議
会
や
景
観
条

例
の
制
定
の
他
、運
用
体
制
が
課
題
で
す
。
景
観
法

制
定
以
降
10
年
余
を
経
て
、建
物
の
高
さ
・
色
・
緑
化

率
な
ど
に
関
し
て
数
値
と
し
て
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

を
定
め
る「
定
量
規
制
」の
基
準
を
自
治
体
職
員
が

チ
ェ
ッ
ク
す
る
運
用
方
法
に
加
え
て
、景
観
が
目
指

す
方
向
性
や
理
念
を
示
し
な
が
ら
景
観
審
議
会
な

ど
で
議
論
し
な
が
ら
ま
と
め
る「
定
性
規
制
」で
、

よ
り
総
合
的
・
創
造
的
な
景
観
計
画
の
運
用
を
行
う

自
治
体
も
み
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、持
続
可
能
な
村
と
景
観
の
維
持
の
た
め
に
、

都
市
計
画
法
の
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
と
の
調
整
、立

地
適
正
化
計
画
と
の
整
合
が
今
後
の
大
き
な
課
題

で
す
。

６
．景
観
行
政
団
体
移
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

都
市
計
画
法
の
建
ぺ
い
率
・
容
積
率
と
の
調
整
、

立
地
適
正
化
計
画
と
の
整
合
を
図
っ
た
景
観
デ
ザ

イ
ン
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
策
定
す
る
こ
と
か
ら
、令
和

３
年
４
月
に
移
行
予
定
で
す
。

お問合せ　白馬村役場　総務課企画調整係　電話：0261-72-7002

詳細は、白馬村行政ホームページをご覧ください。 白馬村景観計画 検 索

白
馬
村
景
観
計
画（
中
間
報
告
）第
８
章
で
は
、今
後
の
検
討
課
題
と
実
践
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
触
れ
て
い
ま
す
。

※
視
点
場
…
あ
る
景
観
を
眺
め
る
立
位
置
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姉
妹
都
市
交
流
事
業　
ス
キ
ー
交
流

お問合せ　白馬村役場　総務課総務係　電話：0261-72-7002

「
河
津
東
小
・
白
馬
南
小
交
流
」

1
月
15
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程
で

河
津
東
小
5
年
生
の
児
童
11
名
が
白
馬

村
を
訪
れ
ま
し
た
。

16
日
に
白
馬
南
小
5
年
生
の
児
童
と

エ
イ
ブ
ル
白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
で
ス

キ
ー
体
験
を
通
じ
交
流
し
ま
し
た
。
河

津
東
小
の
児
童
は
ス
キ
ー
靴
の
履
き
方

か
ら
学
び
、南
小
児
童
の
育
て
た
も
ち

米
で
作
っ
た
お
汁
粉
で
、ス
キ
ー
で
冷

え
た
体
を
温
め
る
等
、交
流
は
大
い
に

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
今
春
は
6
年
生

と
な
っ
た
南
小
児
童
が
河
津
町
を
訪
れ
、

磯
遊
び
や
ガ
ニ
ひ
き
を
体
験
し
交
流
す

る
予
定
で
す
。

「
太
地
小
・
白
馬
北
小
交
流
」

1
月
21
日
か
ら
2
泊
3
日
の
日
程
で
太
地
小

5
年
生
の
児
童
16
名
が
白
馬
村
を
訪
れ
ま
し
た
。

22
日
に
白
馬
北
小
4
年
生
の
児
童
と
白
馬
岩

岳
ス
ノ
ー
フ
ィ
ー
ル
ド
で
雪
遊
び
体
験
、学
校

で
ド
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
行
う
等
交
流
し
ま
し
た
。

交
流
に
先
立
ち
、歓
迎
会
で
は
こ
の
日
の
た
め

に
北
小
児
童
が
準
備
し
た
ク
イ
ズ
や
両
校
の
校

歌
を
一
緒
に
歌
い
友
情
を
深
め
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
当
初
予
定
さ
れ
て
い
た
ク
ロ
ス
カ
ン
ト

リ
ー
ス
キ
ー
が
雪
不
足
に
よ
り
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、太
地
小
の
児
童
の
多
く
が
初
め
て
雪

に
触
れ
、満
面
の
笑
顔
で
雪
合
戦
や
そ
り
滑
り

に
熱
中
し
ま
し
た
。
今
夏
は
5
年
生
と
な
っ
た

北
小
児
童
が
太
地
町
を
訪
れ
、く
じ
ら
の
文
化

を
学
び
、磯
遊
び
を
し
て
交
流
す
る
予
定
で
す
。
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野
外
焼
却
と
不
法
投
棄
は
法
律
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
!!

■
野
外
焼
却
は
な
ぜ
禁
止
さ
れ
て
い
る
の
か

　

野
外
焼
却
は
、焼
却
温
度
が
低
い
た
め
燃
や
す
も
の

に
よ
っ
て
は
有
害
な
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
が
発
生
し
、私

た
ち
の
健
康
や
自
然
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
、火

災
を
引
き
起
こ
す
危
険
性

が
あ
る
こ
と
、煙
・
悪
臭
な

ど
に
よ
り
近
隣
住
民
と
の

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

■
野
外
焼
却（
野
焼
き
）を
す
る
と

　
廃
棄
物（
家
庭
ご
み
・
粗
大
ご
み
・
建
築
廃
材
な
ど
）の

野
外
焼
却
は
、下
記
の
例
外
お
よ
び
構
造
基
準
を
満
た

し
た
焼
却
炉
で
の
焼
却
を
除
き
、廃
棄
物
の
処
理
及
び

清
掃
に
関
す
る
法
律
第
16
条
の
２
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

違
反
者
は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，

０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。さ
ら
に
法
人
の
場
合
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金

が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

■ 

例
外
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
野
外
焼
却
の
例

　

以
下
の
場
合
は
、例
外
と
し
て
野
外
焼
却
が
認
め
ら

れ
て
い
ま
す
。た
だ
し
、認
め
ら
れ
て
い
る
場
合
で
も
、

燃
や
す
量
や
風
向
き
、時
間
帯
を
考
え
て
周
り
に
迷
惑

を
か
け
な
い
よ
う
必
要
最
小
限
で
行
う
と
と
も
に
、火

災
が
発
生
し
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、苦
情
が
あ
っ
た
場
合
は
行
政
指
導
の
対
象
と

な
り
ま
す
。

《
認
め
ら
れ
て
い
る
事
例
》

・ 

震
災
、風
水
害
、火
災
、凍
霜
害
そ
の
他
の
災
害
の
予
防
、

応
急
対
策
ま
た
は
復
旧
の
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

焼
却（
火
災
予
防
訓
練
、凍
霜
害
防
止
の
た
め
の
稲
わ

ら
の
焼
却
な
ど
）

・ 

風
俗
習
慣
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う
た
め
に

必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却（
ど
ん
ど
焼
き
、門
松
・
し
め
縄

等
を
焚
く
行
事
）

・ 

農
業
、林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却（
田
畑
で
の

稲
わ
ら
・
畦
草
の
焼
却
）

・ 

た
き
火
そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
通
常
行
わ
れ

る
廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の（
庭
先
で
の

小
規
模
な
落
ち
葉
の
た
き
火
、キ
ャ
ン
プ
フ
ァ
イ
ヤ
ー
、

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
）

■
使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る『
ご
み
焼
却
炉
』

　

使
用
が
認
め
ら
れ
て
い
る「
ご
み
焼
却
炉
」は
、次
の

基
準
を
満
た
す
も
の
で
す
。

・ 

燃
焼
室
に
お
い
て
温
度
が
８
０
０
℃
以
上
の
状
態
で

廃
棄
物
を
焼
却
で
き
る

・ 

焼
却
に
必
要
な
量
の
空
気
の
通
風
が
行
わ
れ
る

・ 

外
気
と
遮
断
さ
れ
た
状
態
で
廃
棄
物
を
燃
焼
室
に
投

入
す
る
こ
と
が
で
き
る

・ 

燃
焼
室
の
温
度
を
測
定
す
る
た
め
の
装
置
が
設
け
ら

れ
て
い
る

・ 

８
０
０
℃
で
の
焼
却
を
保
つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

バ
ー
ナ
ー
等
が
設
け
ら
れ
て
い
る

　
家
庭
用
の
焼
却
炉
は
こ
の
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い

も
の
が
多
い
の
で
、使
用
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、ド
ラ
ム
缶
・
一
斗
缶
で
の
焼
却
、ブ
ロ
ッ
ク
・
鉄

板
な
ど
で
囲
っ
て
の
焼
却
、地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼

却
な
ど
も
野
外
焼
却
と
な
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
不
法
投
棄
の
禁
止

　

不
法
投
棄
と
は
、家
庭
生
活
や
事
業
活
動
に
よ
っ
て

発
生
す
る
ご
み（
廃
棄
物
）を
、み
だ
り
に
河
川
や
道
路
・

水
路
、空
地（
所
有
地
、借
地
を
含
み
ま
す
）等
に
捨
て
る

行
為
を
い
い
、廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る
法

律
第
16
条
に
よ
り
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
、美
し
い
自
然
や
景
観
を
損
な
う
だ
け
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■
納
付
方
法
・
納
付
場
所

　

 

表
中
の
納
付
方
法
及
び
納
付
場
所

で
お
支
払
い
が
で
き
ま
す
。

村
税
・
料
金
の

お
支
払
い
に
つ
い
て

   お問合せ　白馬村役場　税務課　電話：0261-85-0712　
住民課　電話：0261-85-0715　上下水道課　電話：0261-85-0714

固定資産税 国民健康
保険税

後期高齢者
医療保険料

上下
水道料金

現金払
（金融機関及び役場会計室） ◯ ◯ ◯ ◯

現金払
（コンビニエンスストア） − − − ◯

口座振替 ◯ ◯ ◯ ◯

クレジットカード
インターネット決済 ◯ ◯ − −

クレジットカード
窓口決済 ◯ ◯ − −

 

２
月
納
期
の
村
税
及
び
料
金

　

 

固
定
資
産
税　
　
　
　
　
　
　
　
第
４
期

　

 

国
民
健
康
保
険
税　
　
　
　
　
　
第
９
期

　

 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料　
　
　
第
７
期

　

 

上
下
水
道
料
金　
　
　
　
　
２
月
請
求
分

納期限及び口座振替日

2
25火

自
動
車
の
登
録・
検
査
手
続

き
は
お
早
め
に

　

毎
年
、３
月
下
旬
は
自
動
車
の
検
査
・

登
録
申
請
が
多
く
、窓
口
が
大
変
混
み
合

い
ま
す
。車
検
の
手
続
き
は
、１
ヶ
月
前

か
ら
受
検
で
き
ま
す
の
で
、な
る
べ
く
２

月
中
に
、廃
車
・
名
義
変
更
等
の
手
続
き

は
、３
月
中
旬
ま
で
に
申
請
さ
れ
る
よ
う

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
お
問
合
せ
】

東
北
信
の
方
は
、長
野
運
輸
支
局
へ

電
話（
登
録
・
検
査
）

0
5
0

−

5
5
4
0

−

2
0
4
2

中
南
信
の
方
は
、松
本
自
動
車
検
査
登
録

事
務
所
へ

電
話（
登
録
・
検
査
）

0
5
0

−

5
5
4
0

−

2
0
4
3

お問合せ　白馬村役場　住民課環境衛生係　電話：0261-85-0715

で
な
く
、そ
の
廃
棄
物
か
ら
出
る
有
害
物
質
が
私
た
ち
の

健
康
や
生
活
に
悪
影
響
を
与
え
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、河
川
や
水
路
へ
の
不
法
投
棄
に
よ
り
、海
洋
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
が
増
加
し
、海
洋
環
境
が
悪
化
し
て
い

ま
す
。

　
将
来
に
引
き
継
ぐ
財
産
で
あ
る「
美
し
い
村
と
快
適
な

生
活
環
境
」を
守
る
た
め
、私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
意
識

し
て
、不
法
投
棄
を
無
く
し
ま
し
ょ
う
。

■
不
法
投
棄
を
す
る
と

　
不
法
投
棄
を
行
っ
た
場
合
も
し
く
は
行
お
う
と
し
た
場

合
は
、５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
，０
０
０
万
円
以

下
の
罰
金
ま
た
は
こ
の
両
方
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。さ
ら
に

法
人
の
場
合
は
、３
億
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

■
野
外
焼
却
・
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
ら

　

野
外
焼
却
・
不
法
投
棄
を
見
か
け
た
場
合
は
、左
記
へ

情
報
提
供
を
お
願
い
し
ま
す
。

白
馬
村
役
場
住
民
課　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
2
6
1

−

７
２

−

５
０
０
０

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
環
境
課　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0
2
6
1

−

２
２

−
５
１
１
１

不
法
投
棄
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン　
　

Ｔ
Ｅ
Ｌ：
０
１
２
０

−
５
３
０

−

３
８
６（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）
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     地
域
お
こ
し
協
力
隊
活
動
報
告

Vol.5

Instagram@hakubalife (instagram.com/hakubalife/)
Facebook@hakubavillage (https://www.facebook.com/hakubavillage/)
Webmagazine@naturenation (https://www.instagram.com/hakubalife/)

お問合せ　白馬村役場　総務課　電話：0261-72-7002

総
務
課　
移
住
・
定
住
担
当　
大
石

北
ア
ル
プ
ス
地
域
振
興
局
が
作
成
す
る

「
K
i
t
a
A
l
p
s
地
域
お
こ
し
協
力
隊
通
信
」の
取
材

を
受
け
ま
し
た
。
今
後
は
自
身
の
体
験
を
通
じ
た
情
報
発
信

に
よ
る
移
住
促
進
と
い
う
新
し
い
分
野
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
で
す
。

新
年
最
初
の
移
住
イ
ベ
ン
ト
は
、移
住
希
望
者
に
移
住
先

の
仕
事
と
し
て
介
護
分
野
を
紹
介
す
る
も
の
で
し
た
。
寮
の

あ
る
法
人
も
あ
り
働
き
方
も
柔
軟
に
対
応
で
き
る
と
い
う
こ

と
で
、参
加
さ
れ
た
方
々
も
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

白
馬
に
住
み
た
い
け
ど
仕
事
が
…
…
と
い
う
方
に
提
示
で
き

る
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
大
き
な
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

公
営
塾「
し
ろ
う
ま
學
舎
」　
渡
辺
・
斉
藤
・
山
下

公
営
塾
講
師
の
渡
辺
・
斉
藤
・
山
下
で
す
。

2
月
初
旬
に
計
画
し
て
い
る
※
P
B
L
合
宿（
信
州
大
学

生
と
白
馬
校
生
が
協
力
し
て
行
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習
）に

つ
い
て
の
打
ち
合
わ
せ
を
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、夏
季

に
行
っ
て
き
た
も
の
で
す
が
、今
回
冬
の
白
馬
を
テ
ー
マ
に

実
施
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
新
し
い
試
み
な
の
で
、今
後

信
州
大
学
・
白
馬
高
校
・
し
ろ
う
ま
學
舎
及
び
高
校
支
援
係

で
詰
め
て
い
き
ま
す
。

通
常
の
授
業
に
加
え
て
、１
月
末
の
英
検
の
対
応
及
び
、

3
年
生
は
高
校
最
後
の
学
年
末
考
査
が
あ
り
そ
の
サ
ポ
ー

ト
も
し
て
い
き
ま
す
。

観
光
課
付　

白
馬
村
観
光
局
派
遣　

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

担
当　
清
宮

ス
キ
ー
場
や
白
馬
村
内
の
ビ
ジ
タ
ー
ス
ポ
ッ
ト
へ
出

向
き
情
報
収
集
及
び
発
信
を
行
い
つ
つ
、3
月
に
控
え
て

い
る
イ
ベ
ン
ト
の
準
備
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
始
よ
り

FREERID
E W

O
RLD

 TO
U

R 2020

の
開
催
に
向
け
Ｓ

Ｎ
Ｓ
に
て
日
々
情
報
発
信
、物
販
等
マ
ー
チ
ャ
ン
ダ
イ
ジ
ン

グ
関
係
に
つ
い
て
随
時
動
い
て
い
ま
し
た
。
Ｆ
Ｗ
Ｑ（
１
／

14
）及
び
Ｆ
Ｗ
Ｔ（
１
／
19
）開
催
日
に
は
現
地
観
戦
エ
リ
ア

に
て
国
内
外
へ
大
会
の
状
況
や
ス
キ
ー
場
の
魅
力
を
発
信
。

白
馬
村
で
の
大
会
最
終
年
に
現
地
で
実
際
に
選
手
た
ち
の

素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
間
近
で
見
る
こ
と
が
出
来
、

大
変
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
控
え
て
い
る
幾

つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に
向
け
適
宜
準
備
を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

観
光
課　
サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
担
当　
澤
田

年
明
け
か
ら
、自
転
車
の
話
題
は
事
欠
き
ま
せ
ん
。
1
月
16

日
に「
し
あ
わ
せ
信
州
移
動
知
事
室
」に
て
、フ
ァ
ッ
ト
バ
イ

ク
試
乗
体
験
と
、サ
イ
ク
ル
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
し
て
意
見
交
換

を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
阿
部
県
知
事
へ
活
動
報
告
と
、新
た

に
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
計
画
等
に
つ
い
て
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
短
い
時
間
な
が
ら
も
、県
知
事
よ

り「
道
路
整
備
」「
通
勤
通
学
」「
一
般
利
用
」等
に
つ
い
て
、意

見
を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。
長
野
県
全
体
の
自
転
車
活
用
に
少
し

で
も
貢
献
出
来
る
よ
う
引
き
続
き
活
動
を
続
け
て
参
り
ま
す
。

白
馬
高
校
支
援
係　
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー　
上
山
・
筒
井

地
域
の
皆
様
か
ら
地
区
の
お
祭
り
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

誘
っ
て
い
た
だ
き
、昨
年
入
寮
し
て
き
た
1
年
生
も
白
馬
で

の
生
活
に
馴
染
ん
で
き
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。

今
後
も
寮
内
行
事
だ
け
で
な
く
、地
域
奉
仕
活
動
な
ど
に

尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、し
ろ
う
ま
パ
ル
ハ
ウ

ス
な
ら
び
に
寮
生
、ス
タ
ッ
フ
共
々
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

※
Ｐ
Ｂ
Ｌ
…Project Based Learning 

課
題
解
決
型
学
習

8



     
     

　
北
部
消
防
署
で
は
、地
震
体
験
車
に
よ
る
巡
回
指
導

を
行
い
ま
す
。

　
平
成
26
年
11
月
22
日
に
発
生
し
た「
長
野
県
神
城
断

層
地
震
」は
当
地
域
に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
、ま

た
、一
昨
年
の
大
阪
府
北
部
や
北
海
道
胆
振
東
部
の
地

震
で
は
尊
い
命
が
失
わ
れ
る
な
ど
、改
め
て
そ
の
怖
さ

が
実
感
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
地
震
体
験
車
は
、模
擬
ハ
ウ
ス
を
人
工
的
に
揺
ら
す

こ
と
に
よ
っ
て
、過
去
の
大
地
震
が
再
現
で
き
ま
す
。

こ
の
機
会
に
今
一
度
、地
震
に
対
す
る
心
構
え
や
初
期

対
応
を
確
認
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

希
望
さ
れ
る
自
主
防
災
会
・
団
体
・
事
業
所
様
等
は

北
部
消
防
署
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、北
ア
ル
プ
ス
広
域
消
防
本
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
申
込
書
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
の
で

ご
利
用
く
だ
さ
い
。（http://w

w
w

.kita-alps.
om

achi.nagano.jp/gyoum
u/syoubou.

htm
l

）。 

■
巡
回
期
間 

 

令
和
２
年
３
月
24
日（
火
曜
日
）か
ら

３
月
31
日（
火
曜
日
）ま
で

■
申
込
期
間 

 

令
和
２
年
２
月
25
日（
火
曜
日
）か
ら

３
月
３
日（
火
曜
日
）ま
で

■
申
込
先 

北
ア
ル
プ
ス
広
域
北
部
消
防
署

み
な
さ
ん
、こ
ん
に
ち
は
。
白
馬
村
観
光
局 

福
島
で
す
。

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
１
月
末
の
時
点
で
も
深
刻
な
雪
不
足
が
続
い
て
い
ま
す
。
雪
の
恵
み
で
発
展
し
て
き

た
観
光
立
村
・
白
馬
村
と
し
て
は
、十
分
な
降
雪
を
祈
り
つ
つ
、将
来
も
ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
と
し
て
持
続
で
き
る
よ

う
様
々
な
視
点
か
ら
自
然
環
境
は
も
と
よ
り
社
会
環
境
や
生
活
環
境
を
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
ね
。

白
馬
村
観
光
局
で
は
そ
の「
将
来
」を
担
う
子
ど
も
達
に
観
光
地
・
白
馬
が
ど
の
よ
う
な
人
達
の
日
々
の
仕
事
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と
し
て
、「
O
u
t 

o
f 

K
i
d
Z
a
n
i
a 

i
n 

H
a
k
u
b
a（
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ
ア 

イ
ン 

白
馬
）」と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
3
月
21
日
と
22
日
に
エ
イ
ブ
ル

白
馬
五
竜
ス
キ
ー
場
エ
ス
カ
ル
プ
ラ
ザ
に
て
開
催
し
ま
す
。

キ
ッ
ザ
ニ
ア
は
メ
キ
シ
コ
発
祥
の
子
供
用
職
業
体
験
テ
ー
マ
パ
ー
ク
で
、日
本
で
は
東
京
と
兵
庫
に
施
設
が
あ

り
ま
す
。
子
ど
も
達
は
そ
の
施
設
内
に
あ
る
子
ど
も
サ
イ
ズ
に
縮
小
さ
れ
た
街
の
中
で
消
防
士
や
ケ
ー
キ
屋
さ
ん
、

銀
行
員
等
、様
々
な
職
業
を
体
験
し
な
が
ら
対
価
を
得
て
、施
設
内
で
商
品
を
購
買
す
る
ま
で
を
楽
し
み
ま
す
。
子

ど
も
向
け
で
す
が
平
日
で
も
大
行
列
が
出
来
る
程
人
気
の
こ
の
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が
施
設
を
飛
び
出
し
、地
域
な
ら

で
は
の
職
業
体
験
を
子
ど
も
達
に
楽
し
ん
で
も
ら
う
イ
ベ
ン
ト
が「
ア
ウ
ト
オ
ブ
キ
ッ
ザ
ニ
ア
」で
す
。

白
馬
で
は
ス
キ
ー
場
な
ら
で
は
の
職
業
と
し

て
、ス
キ
ー
パ
ト
ロ
ー
ル
、圧
雪
車
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
等
は
も
ち
ろ
ん
、他
に
も
村
内
に
あ
る
様
々

な
職
業
全
20
種
以
上
を
体
験
で
き
る
2
日
間
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、職
業
を
体
験
す
る
こ
と

で
得
る
対
価
の
単
位
を
白
馬
村
で
は
ブ
ラ
ン
と

し
、そ
の
ブ
ラ
ン
を
エ
ス
カ
ル
プ
ラ
ザ
内
の
売

店
や
道
の
駅
白
馬
な
ど
で
使
え
る
よ
う
な
仕
組

み
に
も
し
て
い
ま
す
。

地
元
の
子
ど
も
達
も
も
ち
ろ
ん
大
歓
迎
で
す

の
で
、こ
れ
を
機
会
に
白
馬
で
働
く
こ
と
の
楽

し
さ
を
満
喫
し
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
白

馬
村
観
光
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
予
約
で
き
ま

す
の
で
、是
非
一
度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

地
震
体
験
車
に
よ
る
巡
回
指
導
に
つ
い
て

シ
リ
ー
ズ　
観
光
局
の
今　
第
３
回

お問合せ　北アルプス広域北部消防署　電話：0261-72-0119

お問合せ　白馬村観光局　電話：0261-72-7100
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11

白
馬
北
小
学
校
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
だ
よ
り

今月は、白馬北小学校の学校支援ボランティアの取り組みをお知らせします。
12月11日には「スキー始めの会」を行い、アルペン丸山賢人コーチ、クロスカントリー栗山大貴コーチ、

ジャンプ久田重太コーチに来校いただき、スキーの楽しさや心構えなどについてお話しをしていただきま
した。今季は積雪不足のため、校庭でのスキー学習には親しめておりませんが、冬期も、様々な場でボラン
ティアの方々にお世話になっています。

お問合せ　白馬北小学校　担当：松井（教頭）　電話：0261-72-2029

「いいあいさつの日」民生委員の方々等が、寒空の中、校門で子どもたちに明るいあ
いさつの声をかけて下さっています。12／11 ・ 1／14

「認知症の方とどのように接するとよ
いのかな？」4年生が包括支援センター

（長澤さん・川嶋さん）、キャラバンメイ
ト（菊岡さん・清水さん）、主任児童委員
の塩島さん等から、認知症について学び
ました。　12／23

白馬北小学校のコミュニティスクールをよ
り充実させるために、地域の皆様のご協力を
引き続きよろしくお願い致します。なお、学校
では学校支援ボランティアの登録を随時行っ
ています。下記まで、お問合せください。

※コミュニティスクールとは…地域住民が学校運営に参画できるようにする持続的な仕組みを持った学校です。

「てぶくろの会」の方や、読み聞かせボ
ランティアの方による読み聞かせ（12月
の読書週間等）

はく�2月.indd   11 H32/02/07   9:46
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白
馬
村
で
も
、毎
年
ペ
ア
レ
ン
ト
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。講
座
に
参
加
し
て

是
非
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
支
援
の
ス
キ
ル
を
学
ん
で
み
ま

せ
ん
か
。

　
次
回
も
子
育
て
支
援
課
か
ら
で
す

子
育
て
耳
よ
り
情
報
№
29

♥ 自尊感情（セルフエスティーム）＝自分を大切に思う気持ちを大切に ♥

子
ど
も
の
自
尊
感
情
を
高
め
る
の

は
大
好
き
な
お
母
さ
ん
や
お
父
さ
ん

か
ら
の
褒
め
言
葉
が
一
番
で
す
。

自
分
の
子
ど
も
の
行
動
が
気
に
な

る
と
つ
い
、で
き
て
い
な
い
こ
と
や
良

く
な
い
こ
と
に
目
が
い
き
、注
意
し
て

直
そ
う
と
し
ま
す
。
し
か
し
、子
ど
も

は
１
日
中
よ
く
な
い
行
動
や
で
き
な

い
こ
と
ば
か
り
で
は
な
く
、で
き
る
こ

と
や
良
い
行
動
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。
困
っ
た
こ
と
や
よ
く
な
い
こ
と

に
注
目
す
る
よ
り
、そ
の
子
の
よ
い
と

こ
ろ
や
で
き
て
い
る
こ
と
を
見
つ
け

て
褒
め
て
い
く「
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
支
援
」

を
し
て
い
る
と
子
ど
も
の
よ
い
行
動

が
増
え
て
い
き
ま
す
。

生
活
の
中
で
苦
手
な
こ
と
、不
得
意

な
も
の
が
あ
り
、そ
れ
ら
の
こ
と
で
、

失
敗
し
た
り
、叱
責
を
受
け
た
り
す
る

と
自
分
に
自
信
が
な
く
な
り
、無
気
力

に
な
り
、で
き
る
こ
と
も
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
子
ど
も
が
安
心
し
て
、自
己

実
現
を
果
た
す
た
め
に
は
マ
ズ
ロ
ー

の
欲
求
の
段
階
の
下
層
①
～
④
を
し
っ

か
り
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

① 

生
理
的
欲
求（
食
事・
睡
眠
な
ど
生
命
維
持
の

た
め
の
欲
求
）

不
眠
で
眠
れ
な
か
っ
た
り
、偏
食
で
食
事

が
食
べ
ら
れ
な
か
っ
た
り
、慣
れ
な
い
場
所

で
ト
イ
レ
が
で
き
な
か
っ
た
り
す
る
と
、安

定
し
て
過
ご
す
こ
と
が
困
難
に
な
り
ま
す
。

環
境
を
調
整
し
て
安
定
し
た
生
活
を
送
る
こ

と
が
必
要
で
す
。

② 

安
全
欲
求（
恐
怖・
危
険・
虐
待・
苦
痛
か
ら
の

回
避
）

叱
責
や
注
意
が
多
い
と
、い
じ
め
ら
れ
た

と
感
じ
被
害
意
識
が
強
く
な
り
、些
細
な
こ

と
で
怒
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
不
安
が
強
い

と
こ
だ
わ
り
や
感
覚
過
敏
は
増
幅
す
る
の
で
、

安
心
で
き
る
よ
う
に
、周
囲
が
穏
や
か
に
接

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

③ 

所
属・
愛
情
欲
求（
大
切
に
さ
れ
た
い
、自
分

の
居
場
所
が
あ
り
、人
と
関
わ
り
た
い
と
い

う
欲
求
）

親
が
わ
か
り
や
す
く
説
明
し
た
り
、良
い

と
こ
ろ
を
褒
め
る
よ
う
に
す
る
と
、情
緒
が

安
定
し
て
進
ん
で
お
手
伝
い
を
し
た
り
、笑

顔
が
増
え
ま
す
。

④ 
セ
ル
フ
エ
ス
テ
ィ
ー
ム
欲
求：
自
尊
感
情（
認

め
ら
れ
た
い
、自
分
を
分
か
っ
て
ほ
し
い
、自

分
を
大
切
に
し
よ
う
と
い
う
欲
求
）

1
0
0
％
で
き
た
と
き
だ
け
認
め
、褒
め

る
と
、ど
う
し
て
も
認
め
ら
れ
な
い
場
面
が

多
く
な
り
ま
す
。
課
題
に
取
り
か
か
り
始
め

た
と
き
や
、25
％
、50
％
で
も
で
き
て
い
る
と

こ
ろ
を
褒
め
る
と
安
定
し
て
課
題
に
取
り
組

め
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
で
き
な
い
と
き
は

休
憩
し
た
り
、助
け
を
求
め
た
り
す
る
こ
と

を
教
え
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、「
○
○
だ
か
ら
嫌
な
ん
だ
ね
」「
○
○

だ
か
ら
で
き
な
い
ん
だ
ね
」と
、子
ど
も
の
気

持
ち
に
共
感
し
て
認
め
ま
し
ょ
う
。
分
か
っ

て
い
る
人
が
周
囲
に
い
る
こ
と
で
、子
ど
も

は
安
心
し
て
困
難
な
こ
と
に
立
ち
向
か
え
ま

す
。

⑤ 

マ
ズ
ロ
ー
の
理
論
に
よ
れ
ば
、人
は
セ
ル
フ

エ
ス
テ
ィ
ー
ム
が
高
め
ら
れ
て
初
め
て
、知

的
好
奇
心
、学
習
意
欲
が
生
ま
れ
、努
力
し
て

自
分
を
高
め
よ
う
と
し
ま
す
。

家
庭
で
自
分
の
安
心
で
き
る
居
場
所
が
あ

り
、お
母
さ
ん
や
家
族
に
認
め
ら
れ
、褒
め
ら

れ
て
育
つ
と
、自
尊
感
情
が
高
く
な
り
、家
庭

外
で
も
他
者
と
の
や
り
取
り
の
中
で
認
め
ら

れ
褒
め
ら
れ
る
こ
と
を
好
み
、自
分
の
で
き

る
こ
と
を
増
や
す
た
め
に
努
力
す
る
子
に
育
っ

て
い
き
ま
す
。

［
引
用
図
書『
A
B
C
フ
レ
ー
ム
で
わ
か
る
！
気
に
な
る

子
の「
で
き
る
」を
増
や
す
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
支
援［
幼
児
編
］』

前
田
卿
子
著
］ 

エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
研
究
所

【 マズローの欲求の階層図 】

⑤ 自己実現欲求
④ セルフエスティーム欲求
③ 所属・愛情欲求
② 安全欲求
① 生理的欲求

5
4
3
2
1

お問合せ　白馬村役場　子育て支援課　電話：0261-85-8101

はく�2月.indd   12 H32/02/07   9:46
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子育て耳より№ 28の訂正について

　令和 2 年 1 月 20 日発行の「広報はくば 1 月号」の『子育て耳より情報№ 28』について、訂正があります。申し訳ございません。
　正：2、3 歳児の広場…毎週木曜日　　誤：2、3 歳児の広場…毎週水曜日

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

～�
白
馬
北
小
学
校
、南
小
学
校
４
年
生
を
対
象
に

�

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
を
行
い
ま
し
た
～

2
0
1
9
年
11
月
、
12
月
に

キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト
、主
任
児
童

委
員
さ
ん
に
協
力
し
て
い
た
だ

き
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
を
行
い
ま
し
た
。
認
知
症
と

は
ど
の
よ
う
な
病
気
か
に
つ
い

て
、人
間
の
脳
を
ツ
ボ
に
例
え
ピ

ン
ポ
ン
球
を
使
い
な
が
ら
、認
知

症
に
な
る
と
日
に
ち
が
分
か
ら

な
く
な
っ
た
り
、食
べ
た
こ
と
を

忘
れ
た
り
、大
事
な
も
の
が
無
く

な
っ
た
り
す
る
な
ど
の
特
徴
を

説
明
し
、そ
ん
な
時
に
周
り
の
方

が
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
す
る

と
よ
い
か
を
劇
を
通
し
て
理
解

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

児
童
の
皆
さ
ん
か
ら
は
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し
て
で
き
る

こ
と
と
し
て
…

認
知
症
の
方
は

2
0
2
5
年
に
は
65
歳

以
上
の
４
人
に
１
人
、

ま
た
7
0
0
万
人
の
方

が
リ
ス
ク
を
抱
え
る
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

小
学
生
に
は
認
知
症
と

い
う
病
気
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
で
こ
れ
か
ら

の
生
活
、ま
た
高
齢
化

社
会
に
対
し
て
や
さ
し

い
気
持
ち
で
接
し
て

い
っ
て
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。
私
た
ち
は
今
後

も
こ
の
よ
う
な
活
動
の

種
を
蒔
き
続
け
な
が
ら
、

将
来
皆
さ
ん
が
花
を
咲

か
せ
て
く
れ
る
と
信
じ

て
い
ま
す
。

～
皆
で
認
知
症
で
も
暮

ら
し
て
い
け
る
村
へ
～

お問合せ　白馬村地域包括支援センター　電話：0261-72-6667

① 困っている人がいたら「大丈夫ですか？」とやさしく声をかける
② 不安な気持ち、悲しい気持ちを少しでも楽しくしてあげる
③ 励ましてあげ、少しでも病気を楽にしてあげたい　など

優しい言葉を沢山聞く事が出来ました。
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人間ドックを受ける方 国民健康保険・後期高齢者医療保険にご加入の方

▶▶ 結果と領収書を添えて申請すると、費用補助を受けられます。
人間ドックの受診を健診に代えることができるだけでなく、一部費用補助（上限あり）も受けられます。また、健診・人間ドッ
クを受けた場合は、脳ドックの費用補助（上限あり）も受けられます。詳細は、住民課（電話:0261-85-0715）にお問い合わせ
ください。
● 同一年度内に村の健診（検査結果提出含む）を受診する場合、人間ドックの費用補助を受けられませんので、ご注意ください。

職場の健診を受ける方 国民健康保険にご加入の 40～ 74歳の方

▶▶ 職場の健診を受けた場合、健診結果をご提出ください。
パート先等の職場の健診を特定健診に代えることができます。結果の提出にご協力ください。村の保健指導を受けることも
可能です。
◆健診結果の提出方法◆
健診結果のコピーを健康福祉課保健師に提出するのみでOK!

生活習慣病で治療中の方 国民健康保険にご加入の 40～ 74歳の方

▶▶ 生活習慣病で治療中でも、特定健診の対象者です。
村の健診を受けられない場合は、血液検査等の結果をご提出ください。

高血圧・糖尿病・脂質異常症等で白馬村・小谷村・大町市・池田町・松川村の医療機関を受診中の方は、血液検査等の結果提出
で特定健診に代えることができます。
◆検査結果の提出方法◆
①「検診調査票」の「他で受ける」に○をし、医療機関名を記入し返送する
②該当の医療機関を受診している場合、村から指定の専用用紙が届く
③かかりつけ医に指定の専用用紙を提出する
●ご自身の血液検査等の内容で提出可能かどうかは、かかりつけ医にご相談ください。
●同一年度内に人間ドックを受診する場合は、この制度を利用できません。

社会保険の被扶養者の方 社会保険加入者の被扶養者で 40～ 74歳の方

▶▶所定の手続きをすると、村の会場で特定健診を受けられます。
協会けんぽ、組合健保、共済健保等の被用者保険の加入者の被扶養者の方は、村の会場で特定健診を受診することができます。
ただし、受診券（ご加入の被用者保険から届く）と事前予約が必要です。詳細は、ご加入の被用者保険（健康保険証を参照）に
お問合せください。
◆受診の流れ◆
①健康保険証の発行元である被用者保険から、受診券が届く
②長野県健康づくり事業団に電話で日時の予約をする
　⇒ 専用フリーダイヤル: 0120-10-6969 （平日9時〜18時）
③健康づくり事業団から問診票が届く
④ふれあいセンターで特定健診を受診する
● この制度の運営主体は、白馬村ではなく、ご加入の被用者保険です。ご加入の被用者保険によっては、制度を利用できない

場合がございます。

14

号外白 馬 村 の 健 康
健康福祉課

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課健康づくり係　電話：0261-85-0713

年に一度は健診を受けましょう！
村の健診を受ける以外にもこんな方法があります

特定
健診

はく�2月.indd   14 H32/02/07   9:46
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号外白 馬 村 の 健 康
健康福祉課

令和２年度　各種健診・がん検診のお申込みを開始します！

令和２年度 各種健診・がん検診 一覧表

『白馬村令和２年度検診調査票』を各世帯へ
送付しました。
封筒の内容をよくご確認いただき、必要事項をご記入の
上、同封の返信用封筒でご返送いただくか、
健康福祉課の回収箱にご提出ください。
※同一世帯の対象者全員分が、
１枚の調査票に記載されています。
締め切り：令和２年３月４日（水曜日）

封筒はコレ！

記入・提出で申込み完了！
申込みしない場合もご提出ください。

◆ 基本の健診 ◆

◆ がん検診 ◆

検査名 自己負担額 対象者 検査内容

特定健診 無 料

5,000 円から
10,000 円相当の

検査内容

40 ～ 74 歳
の国保加入者

・身体計測
  （体重・身長など）
・血圧測定
・尿検査
  （尿蛋白・尿糖・尿潜血）
・血液検査
　◇脂質代謝
　◇糖代謝
　◇肝機能
　◇腎機能
　◇貧血
　◇他
・医師診察
・保健相談

心電図検査

自己負担額：無 料
受診者全員に実施

後期高齢者
健診 75 歳以上の方

眼底検査
（当日申込）

自己負担額：1,100 円
希望者に実施

若年健診 2,000 円 30 ～ 39 歳の方
若年健診受診者は、

心電図検査・眼底検査は
ありません

検査名 自己負担額 対象者 検査内容
結核・肺がん検診 800 円 40 歳以上の方 胸部 X 線撮影

喀痰検査 500 円 50 歳以上の方
喫煙指数 600 以上の方のみ 検体採取（喀痰３日分）

胃がん検診 1,800 円
40 歳以上の方

胃部 X 線撮影（バリウム検査）
大腸がん検診 500 円 検体採取（便２日分）

前立腺がん検診 1,800 円 50 歳以上の男性 血液検査（PSA 特異抗原）

子宮がん検診 2,000 円
20 歳以上の女性

前年度に村の子宮がん検診を受
けていない方のみ

子宮頸部細胞診、内診

乳がん検診 2,000 円
40 歳～ 74 歳の女性

前年度に村の乳がん検診を受け
ていない方のみ

乳房 X 線撮影（マンモグラフィ）

消費税率改定や検診車のデジタル化に伴う検診実施機関の料金値上げに対応するため、がん検診の自己負担額を一部
改定いたしました。がん検診については、原則、料金の３分の１相当を自己負担額として住民の皆様から頂戴しております。
尚、これまで実施していた特定健診のクーポン券制度は、令和2年度より廃止となります。何卒ご理解くださいますよう
お願い申し上げます。 
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♪
白
馬
村
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
て
い
ま
す
♪

村
で
は
食
育
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
、地
域
か
ら

家
庭
、個
人
に
対
し
、食
に
関
す
る
知
識
や
技
術
を
活
か

し
た
講
習
や
実
習
等
様
々
な
食
育
活
動
を
実
践
し
て
い

た
だ
け
る『
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
』を
募
集
し
ま
す
。
食

に
興
味
の
あ
る
方
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
関
心
の
あ

る
方
、大
勢
の
皆
さ
ま
か
ら
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。

ま
た
、「
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
イ
ベ
ン
ト
を
手
伝
っ

て
も
ら
い
た
い
！
」等
の
ご
依
頼
も
随
時
受
付
中
で
す
。

詳
し
く
は〈
役
場・食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事
務
局
〉ま
で
お

気
軽
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
☆

◆
応
募
要
件
　

・ 白
馬
村
食
育
推
進
計
画
の
趣
旨
、並
び
に
食
育
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
役
割
に
つ
い
て
理
解
、賛
同
し
、地
域
に
お
い

て
食
育
活
動
を
実
践
で
き
る
者
、も
し
く
は
団
体

・ そ
の
他
、食
育
推
進
の
観
点
か
ら
村
が
適
当
で
あ
る
と

認
め
た
者
、も
し
く
は
団
体

◆
登
録
方
法
　

① 

役
場
健
康
福
祉
課
に
あ
る「
登
録
申
請
書
」に
必
要
事

項
を
ご
記
入
の
う
え
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　 （「
登
録
申
請
書
」は
白
馬
村
行
政
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

も
印
刷
で
き
ま
す
）

↓

② 

登
録
証
の
交
付
を
も
っ
て
食
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
登
録
完
了
！
活
動
要
請
が
あ
り
ま
し
た
ら
日
程
等

を
ご
案
内
し
、食
育
活
動
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
。

◆
お
も
な
活
動
内
容
　

・ お
年
寄
り
世
帯
に
年
３
回
届
け
る
季
節
の
お
弁
当
づ

く
り
　

・ お
や
き
、や
し
ょ
う
ま
等
の
郷
土
料
理
を
作
り
子
ど
も

た
ち
へ
伝
え
る

・ ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
の
技
術
向
上
を
目
的
と
し
た
講

習
会

お問合せ　白馬村役場　健康福祉課　食育ボランティア事務局　電話：0261-85-0713
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詳しくは裁判所のウェブサイトをご覧ください http://www.courts.go.jp/

長
野
県
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

放
送
大
学
　
入
学
生
募
集

ご
存
知
で
す
か
？

簡
単
に
手
続
で
き
ま
す

令
和
２
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学

大
北
学
部
学
生
募
集
を
し
て
い
ま
す
。

県
が
運
営
す
る
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、婚
活
し
た
い

け
ど
何
を
し
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
方
に
、専
任

ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
方
に
合
っ
た
婚
活
方
法
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
な
ど
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

ご
本
人
は
も
ち
ろ
ん
親
御
様
な
ど
身
近
な
方
か
ら
の
相

談
も
受
け
て
い
ま
す
。

秘
密
厳
守
で
利
用
料
は
か
か
り
ま
せ
ん
。女
性
の
皆
さ
ん

も
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※ 

直
接
の
お
相
手
紹
介
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先：長
野
県
婚
活
支
援
セ
ン
タ
ー

場
所：
長
野
県
庁
４
階
次
世
代
サ
ポ
ー
ト
課
内（
長
野
市
大

字
南
長
野
字
幅
下
6
9
2
‐
2
）

開
所
時
間：平
日
8
時
30
分
～
17
時

連
絡
先：

T
E
L 

0
2
6
‐
2
3
5
‐
7
3
7
3

F
A
X 

0
2
6
‐
2
3
5
‐
7
0
8
7

E
メ
ー
ル
　konkatsu@

pref.nagano.lg.jp

● 

放
送
大
学
は
、４
月
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

● 

心
理
学・
福
祉・
経
済・
歴
史・
文
学・
情
報・
自
然
科
学
な

ど
、約
3
0
0
の
幅
広
い
授
業
科
目
が
あ
り
、1
科
目
か

ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

● 

全
国
に
学
習
セ
ン
タ
ー
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、サ
ー
ク
ル

活
動
な
ど
の
学
生
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

● 

出
願
期
間
は
、第
1
回
は
2
月
29
日
ま
で
、第
2
回
は
3

月
17
日
ま
で
。

● 

お
問
合
せ・資
料
請
求

　
放
送
大
学
長
野
学
習
セ
ン
タ
ー
　
電
話
0
2
6
6
‐
５
８
‐
2
3
3
2

【
一
般
コ
ー
ス
】

１
　
入
学
資
格

　
　 

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
県
内
在
住
者
で
、学
習
意
欲
が
旺
盛
で
あ
り
、地
域

活
動
等
を
行
お
う
と
す
る
方

２
　
講
座
内
容

　
　・ 

実
践
講
座	

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、地
域
活
動
の
進
め
方 

等

　
　・ 

教
養
講
座	

政
治・経
済
、郷
土
の
歴
史
、生
き
が
い
づ
く
り
、自
然
環
境

　
　	

「
信
濃
木
崎
夏
期
大
学
」の
講
座
の
受
講
も
可
能
で
す
。

　
　・ 

実
技
講
座	

創
作
実
技（
ク
ラ
ブ
活
動
）、健
康
づ
く
り
、音
楽 

等

３
　
受
講
年
限
　
２
年
間

４
　
受
講
日
数
　 

年
間
16
日（
令
和
２
年
５
月
か
ら
令
和
３
年
２
月
ま
で
月
１
～

２
日
程
度
）

５
　
受
講
時
間
　
１
日
４
時
間（
お
お
む
ね
午
前
10
時
～
午
後
３
時
）

６
　
募
集
人
員
　
50
人

７
　
主
会
場
　
大
町
合
同
庁
舎
　
講
堂
　
他

８
　
授
業
料
　
年
額
1
2
0
0
0
円（
※ 

他
に
教
材
費
等
が
必
要
で
す
）

９
　
募
集
期
限
　
令
和
２
年
3
月
16
日（
月
曜
日
）ま
で

10
　
募
集
案
内・入
学
願
書
の
配
布
と
提
出
先

　
　
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
大
北
学
部
事
務
局（
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
）

　
　
市
役
所・町
村
役
場（
高
齢
者
福
祉
担
当
課
）　
の
各
窓
口

11
　
問
い
合
せ
先

　
　
大
町
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉
課
　
社
会
係

　
　
T
E
L
　
0
2
6
1
‐
２
３
‐
6
5
0
7

　
　
F
A
X
　
0
2
6
1
‐
２
３
‐
6
5
0
9

※ 
地
域
課
題
を
解
決
す
る
専
門
的
な
ス
キ
ル
を
身
に
つ
け
、実
践
者
と
し
て
活
動

し
よ
う
と
す
る
方
を
対
象
と
す
る【
専
門
コ
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等
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で
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集
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28
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金
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日
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で

民事調停

裁
判
所
の
民
事
調
停

民
事
調
停
は
、こ
ん
な
ト
ラ
ブ
ル

の
有
効
な
解
決
手
段
で
す

 

近
隣
ト
ラ
ブ
ル

　
隣
の
騒
音
が
気
に
な
る

 

賃
貸
ト
ラ
ブ
ル

　
敷
金
を
返
し
て
も
ら
い
た
い

 

交
通
事
故

　
自
転
車
同
士
ぶ
つ
か
っ
て
し

ま
っ
た

民
事
調
停
と
は
、裁
判
所
が
当
事

者
の
間
に
入
っ
て
話
合
い
を
進
め
、

問
題
の
解
決
を
図
る
手
段
で
す
。

民
事
調
停
の
メ
リ
ッ
ト
５
つ

1. 

手
続
が
簡
単

2. 

早
く
解
決
で
き
る

3. 

判
決
と
同
じ
効
果

4. 

費
用
が
安
い

5. 

秘
密
が
守
ら
れ
る

民
事
調
停
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月曜 火曜 水曜 木曜 金曜 土曜 日曜

2月17日 2月18日 2月19日 2月20日 2月21日 2月22日 2月23日

2月24日 2月25日 2月26日 2月27日 2月28日 2月29日 3月1日

3月2日 3月3日 3月4日 3月5日 3月6日 3月7日 3月8日

○特別整理休館（蔵書点検）のお知らせ（色がついてる日が休館日になります。）

　2月21日（金曜日）から３月５日（木曜日）まで、すべての図書の所在を明らかにするため、図
書の総点検を行います。休館中、ご不便をおかけしますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

2月の貸し出しは2月20日（木曜日）まで。
貸し出しの再開は3月6日（金曜日）からです。

　なお、休館中に図書を返却くださる場合は、図書館東側の壁に設置の「図書返却口」（返
却ポスト）へお入れください。ただし、視聴覚資料（DVD・CD）は、「図書返却口」には入れ
ないでください。3月6日以降に、館内返却カウンターへお返しくださいますよう、お願
いします。市立大町図書館・池田町図書館・松川村図書館・小谷村図書館から借りたCD・
DVDも、返却ポストに入れないでください。

A.「この中のどれか1つでも該当すれば
      図書館の本です。DVD・CDは、図書館名の
　　書かれた専用ケースに、はいっています」

Q.「図書館の本（CD・DVD）だという目印ってなに？」

　図書館の建物東側。図書館の入り口の扉に向って左側がスロープ（傾斜した部分）
になっています。
　そこを降りていただくと「図書返却口」は建物の壁に設置されています。返却口（返
却ポスト）の開閉部分を片手で押し上げた状態で、本をお入れください。なお、
DVD・ＣＤはポストに返却しないで下さい。

②本の表紙（裏表紙か、おもて表紙）
を開くと、「貸出期限票（返却期日
票）」とブックポケット（本のタイ
トルを書いているカードを入れる
ポケット）がついている。

①背表紙に分類ラ
ベルシールが
貼ってある。

ＤＶＤ・ＣＤの
専用ケース

③本の表紙の部分に白馬村図書館
の名前付きのバーコードシール
が貼ってある。または、本の中
に所蔵館印が押してある。

図書の返却口（返却ポスト）ってどこにあるの?

うっかり返し忘れている図書はありませんか？
長期間、返却いただけていない図書があります。
この機会に、ご確認ください。

図書館だより
No.219

令和2年2月
白馬村図書館
TEL（72）-5200

図書館の
おやすみ

２月２１日（金）～３月５日（木）まで
白馬村図書館は休館とさせていただきます
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2～ 3月　保健ガイド

■乳幼児健診等� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

2月28日（金） 2歳歯科検診 13:15～13:30 2017年10月～12月生
3月13日（金） 2ヵ月育児相談 9:30～9:45 2020年1月生
3月10日（火） よちよち相談 9:30～9:45 2018年10月～11月生
3月12日（木） 乳児健診 9:15～9:30 2019年10月生・2019年4月生
3月18日（水） 2歳相談 9:15～9:30 2017年12月～2018年1月生
3月19日（木） 3歳健診 13:00～13:15 2017年1月～3月19日生

■予防接種� 会場：ふれあいセンター1階
月　日 事業名 受付時間 対象になるお子様

2月25日（火） 乳幼児予防接種 13:00～13:30
個別にご案内しています。3月 6日（金） 乳幼児予防接種 13:00～13:30

3月24日（火） 乳幼児予防接種 13:00～13:30

16日～翌月末までの予定を日付順に記載しています。

■休・祝日緊急当番医表

月日 曜日 北部地区
（白馬・小谷） 大町市内 南部地区

（池田・松川） 歯　　　科 白馬村内薬局当番店

2月23日 日 栗田医院 野村クリニック 平林ﾒﾝﾀﾙｸﾘﾆｯｸ 丸山歯科クリニック 松川村 （0261）62-0648 太田薬局

2月24日 月 白馬診療所 大町協立診療所 近藤医院 いとう歯科医院 松川村 （0261）62-8880 フジノヤ薬局

3月 1日 日 神城醫院 伊東医院 西森整形外科 横澤歯科医院 大町市 （0261）22-1343 フジノヤ薬局

3月 8日 日 小谷村診療所 いしぞね内科・外科クリニック あづみ病院 にこにこデンタルクリニック 大町市 （0261）23-5612 ―

3月15日 日 横沢医院 柿下クリニック 太田医院 あづみ病院 池田町 （0261）61-1168 白馬アップル薬局

3月20日 金 白馬診療所 遠藤内科医院 松本クリニック 師岡歯科 池田町 （0261）62-9781 フジノヤ薬局

3月22日 日 神城醫院 最上整形外科クリニックせりざわクリニック きらり歯科医院 松川村 （0261）62-0005 フジノヤ薬局

3月29日 日 栗田医院 菊地クリニック 吉村医院 佐藤歯科医院 大町市 （0261）23-3211 太田薬局

毎週月・金・日曜日 9 :30～12:00
13:30～16:00

毎週火・水・木曜日 13:30～16:00

自由利用

■子育て支援ルーム

1歳児の広場 毎週火曜日
0歳児の広場 毎週水曜日

2・3歳児の広場 毎週木曜日

なかよし広場 時間：9:30～12:00 
行事日程

月　日 行事名 対　象 開始時間
3月  2日（月） おはなし会 11:00〜
3月  3日（火） おいしいもの食べよの日 1歳児 11:20〜
3月  4日（水） マタニティー教室②　※ふれあいセンターにて行います 妊婦・夫 10:00〜
3月  5日（木） やしょうま 2歳児 11:20〜
3月12日（木） お別れ会 2.3歳児 10:45〜
3月16日（月） 月曜育児相談 10:00〜

※3月13日～19日は自由利用です。
※3月22日・23日・24日は、午前中のみ自由利用です。
※3月25日(水)より 年度末の片付け 及び新年度の準備のため、なかよし広場・自由利用
はお休みになります。

（一時保育は通常通り行います。）　尚、新年度の始まりは 4月6日（月）からの予定です。

■ひきこもり等相談会（予約制で先着順）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

2月19日（水） 13：30～15：30 白馬村保健福祉ふれあいセンター2階 婦人室 白馬村役場健康福祉課　0261-85-0713

※電話でご予約ください（匿名可）。相談時間は1時間程度です。

■心の相談会（予約制）
開 設 日 時　間 場　所 お問合せ先

2月25日（火） 10：00～12：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター２階福祉相談室
※電話での相談も可能です 白馬村役場健康福祉課　0261-85-07133月24日（火）

※電話でご予約ください（匿名可）。空き時間であれば予約なしでもご利用できます。相談時間は30分～1時間です。

■心配ごと相談
開 設 日 時　間 場　所 相 談 員 お問合せ先

3月11日（水） 13：00～15：00 白馬村保健福祉ふれあいセンター
２階ボランティアルーム

司法書士 人権擁護委員
民生児童委員 白馬村社会福祉協議会　0261-72-7230

※予約は必要ありませんので、お気軽にお越しください。
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人口：9,582 人　男：4,869 人　女：4,713 人　世帯：4,868 世帯
（令和 2年 2月 1日現在）

※	上記の数字には、外国籍の住民・世帯数も含まれています。
住民基本台帳法の一部が改正されたことにより、外国籍の住民の皆さんも住民基本台帳に登録されることとなりました。（平成 24 年 7 月 9 日改正法施行）

2
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編集後記
今月号の表紙写真は、姉妹都市交流事業スキー交流の様子ですが、それぞれエイブル白馬五竜とおみゲレンデと白馬
岩岳スノーフィールドハクバマウンテンハーバーで撮影したものです。当初、広報担当もカメラを持って現地へ行く予
定でしたが、他の事業との兼ね合いもあり、姉妹都市担当に撮影をしてもらいました。こちらの写真もスマートフォン
のカメラを使用しています。先月号でお知らせしたとおり、4月号から表紙写真を公募しますので、お気軽にご応募い
ただければ幸いです。� （広報編集担当：太田）

有料広告欄

ケーブルテレビ白馬指定管理者：
株式会社エーアイシーコミュニケーションズ

受付時間：平日午前 8 時 30 分～午後 5 時 30 分
　　　　　・加入／故障等のお問い合わせは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0074
　　　　　・取材等のお申し込みは
　　　　　　　　　　　　TEL 0261-85-0116

地域包括支援センターです
お気軽に72-6667 にお電話ください

　白馬村の認知症サポーター数620人
（平成29年1月現在）

ケーブルテレビ白馬に関するお問い合わせは… 認知症の相談窓口は

スマホアプリで広報はくば配信中！！
広報はくばおよび白馬村行政公式ホーム
ページに掲載する広告（有料）を募集し
ています

＊お問い合わせ　白馬村役場総務課

広告募集中

姉妹都市コーナー

地域の自然を守るために
　第 1回町内美化活動が 6月 26 日、今井浜海岸で
実施され、東小学校の児童や保護者、近隣住民ら 70
名を超える人々が参加しました。東小学校では、子
ども達の地域の自然を大切にする気持ちを高めるた
め、毎年夏に今井浜海岸の清掃活動を行っています。
縦割り班に分かれた児童らは、大人達と協力しながら
流木や海藻などのごみを拾い集めました。約 1時間
に渡る活動の結果、トラック 3台分、ごみ袋 112 袋
分のごみが回収されました。

白馬北小学校の皆さん、
ようこそ太地町へ

7 月 19 日（水）から 3日間、白馬北小学校の 5年
生の皆さんが太地町に滞在しました。
20日（木）は、太地町公民館で交流会が行われ、太
地小学校 5年生有志による鯨踊りが披露されました。
また、合同合唱曲「にじいろ」では両校の児童たちが
綺麗な歌声を響かせていました。
交流会終了後は、「紀の松島めぐり」、くじらの博物館
見学、くじら浜海水浴場での水遊び、博物館での買
い物を楽しみました。

静 岡 県  河  津  町 和 歌 山 県  太  地  町

豪華な海の幸を堪能
今井浜見高港のりぞめ祭りが1月13日、舟戸の
番屋で開催され、多くの観光客や地域住民でにぎ
わいました。会場では、つきたてのお餅や温かい
金目鯛鍋、サザエのつぼ焼きなどが振る舞われ、
伊勢エビやサザエが当たる抽選会も行われ、大い
に盛り上がりました。
開始時間前から多くの来場者が訪れ、来場者は
海辺の景色を見ながら豪華な海の幸を堪能しました。

消防出初式
1月5日（日）、太地漁港ふれあい広場において、
令和２年消防出初式が開催されました。
式典では、優良消防団員の表彰、三軒町長によ

る式辞、ご来賓の方々によるご祝辞やご祝電の披
露等が行われ、最後に筋師団長が訓示を述べられ
ました。
式典終了後は、各分団による一斉放水が行われ

ました。

行列ができるほど人気の金目鯛鍋に並ぶ来場者

はく�2月.indd   28 H32/02/07   9:46


